
 

 

 

 

 

 

          開校当時に思いを馳せて 
                                  校長 渡邊 勝利 
3９日間におよぶ夏休みが終わり、２学期が始まりました。きっと充実した夏休みを過ごすこと

ができたのではないでしょうか。今年の夏も厳しい暑さが続き、猛暑・酷暑そのものでした。気象
庁は最高気温が３５度以上を「猛暑日」としていますが、温暖化の進行によりそれでは足りず、

日本気象協会は独自に４０度以上を「酷暑日」、最低気温が３０度以上を「超熱帯夜」と定め
たそうです。これまでの常識が通用しない異常な暑さが見られるようになってきたためです。夏の
過ごし方も近年少しずつ変わってきました。これまで当たり前に見られた虫取りや海水浴、プー
ル、夏祭りなど夏の風物詩も、時代と共にかたちを変え、やり方を柔軟に対応せざるを得ない時
代となりました。教育活動も同様かもしれません。時代の流れに対応しながら、今やるべきことを

見極め、学校経営を行っていきたいと考えています。 
さて、７月に、「さくら草特別支援学校 校歌」の作曲をしてくださった、高橋浩美さんと電話で

お話する機会がありました。高橋さんは、卒業ソング「旅たちの日に」の作曲者でもあり、特別支
援学校の教員をされている方です。作曲に携わった際の資料も一部いただいたので、その資料
をもとに、当時の校歌作成の様子について紹介したいと思います。 
本校高等部と市立浦和高の生徒が作詞、宮沢新樹さん（元大宮区長）が歌詞を監修、高橋

さんが作曲をそれぞれ担当しました。歌詞をつくる際には、市立浦和高の生徒が本校を訪問し、

学校生活に触れ、直接児童生徒と会い、身振りや手ぶりを交えながら交流をし、その想いを歌
詞に込めました。「お日さま」「朝」「仲間」「笑顔」「手と手」」「風」「緑」「虹」など様々な言葉
が浮かび、歌詞候補になりました。そこから構成を考え、１番を「始まり」、２番を「仲間」、そして３
番が「自然」というテーマのもと、歌詞を繋げていきました。さらに修正を重ね、「歌いやすいよう
に」「温かな言葉に」「さくら草を入れる」「長くしない」「繰り返しのフレーズを入れる」などのア
ドバイスをいただき、遂に完成しました。びっしりと書かれた手書きメモを見ると、何度も悩んだ苦
しみと素晴らしい校歌を作り上げたいという情熱が伝わってくるものでした。 
高橋さんからは、「学校見学をしたり、生徒さんとともに悩んだりした時間を思い出し、本当に

素晴らしい機会をいただいたことに感謝の気持ちでいっぱいです。いつかまた、さくら草のみなさ
んと校歌を歌う機会があったら嬉しいです。」と温かな言葉をいただきました。１４年という時が
流れましたが、校歌作成という共同作業から生まれた思い出や絆は絶えることはありません。高

橋さんとの電話、当時の資料により、開校当時のことに思いを馳せる貴重な時間となりました。 
７月３０日には、「さいたま市ストップいじめ！子どもサミット」が開催されました。市立小・中・高

等・中等教育・特別支援学校の児童生徒代表、教職員、保護者、後援団体等、約７００名が参
加し、大宮国際中等教育学校で実施されました。本校高等部３年生２名の生徒による開会宣言
からのスタートです。グループごとに分かれて、各学校でのいじめ防止に向けた取組の紹介、「ス
トップいじめ!」を実現していくために大切なことやできそうなことについて話し合いました。お互い
を認め合うこと、相手を大切にすること、明るいあいさつをすること、居心地の良い環境をつくるこ
となど、多くの意見を共有することができました。印象的だったのは、講演会の中での「同じ顔の
人はいない。同様に、一人ひとり感じ方は違う。」という言葉です。大事なのは、相手がどう思った
かです。一人ひとりの違いを認め、その違いを個性として尊重できる社会や学校づくりに努めて
いきたいと思います。 
２学期も学校教育目標の実現に向け、教職員一同、お子様の教育にあたってまいります。引き

続き、皆様のご理解とご協力をお願い致します。 
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小学部訪問担当の長谷川 真穂教諭が体調不良のため当面の間

加療に専念することになりました。引き続き、教職員間で十分

に連携をとりながら教育活動を進めてまいりますのでご理解の

ほど、よろしくお願いいたします。






